
 

愛川ふれあいの村３月の風景 

平成２８年３月 自然のたより 
 

て 

 

   

サクラの花を食べるヒヨドリ 白梅の蜜を吸うメジロ 雨の日に枝で休むイカル 

    

木についたシカの毛 咲いたミツマタの花 枝にできた鳥の巣 ニホントカゲ 

    

カエデのタネを食すシメ キチョウ 春を告げるカタクリ 開花したサンシュユ 

    

オオイヌノフグリ 羽を休めるトビ 巣材調達中のスズメ アセビの花 

 『春に３日の晴れなし』という言葉があるほど、不安定な天気が多かった３月上中旬。暖かい日と寒い日が

あったことはもちろん、雪がちらつく日もありました。天気が安定して暖かい日が続くと、鳥や昆虫、植物は

瞬く間に活動し始めました。太陽の光をたくさん浴び、エネルギーを蓄え、次の活動に備えているようです。 



 

 

 

 

ふれあいの村にもある「トサミズキ」は、名の通り土 

佐(現在の高知県)の蛇紋岩地域の限られた環境に自生す 

る日本にしかない品種です。 

 土佐に自然と生えているものは準絶滅危惧種に指定さ 

れているトサミズキですが、村にあるトサミズキは栽培 

品種と言い、品種改良されたものを植え育てたものです。 

同じ名前で同じ花を咲かせますが、人工的に作られた種 

からできた花なのです。 

 品種改良をすることによって、花付きが良くなったり、 

発色も鮮やかになったり、植物の手入れが楽になったり、 

美味しい果実ができたりと、人間にとって都合の良い植 

物となります。 

しかし、品種改良されたものは「人間の都合に合わせ 

て作られている」ため、「種の保存」という面に関して 

は「都合が悪い」こともあります。 

 本来であれば循環するはずの植物の命が品種改良を行 

なったことにより、一世代だけで終わってしまい、もと 

もとの遺伝を受け継ぐことができず種がなくなってしま 

います。また、品種改良を行なうことによって、元来の 

植物の姿・形、色、味わいといった、何の植物なのかを 

特定する判断材料が失われてしまいます。 

 特定の種を知ってもらうためだったり、保存するため 

の品種改良は多少必要かもしれません。しかし、人間の 

利益のみの品種改良をしてしまう 

と植物の本当の姿が分からなくな 

ります。 

 日本の固有種を守るためにも、 

まずは何が固有種なのかを知り、 

その植物の生きている環境を大切 

にしていきましょう。きっとそれ 

が命を繋ぐことにも繋がります。 
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四
月
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ポ
イ
ン
ト
◎ 

 

 

四
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
は

『
こ
と
座
流
星
群
』
の
極
大
日
（
良

く
見
ら
れ
る
日
）
で
す
。 

 

【
流
星
群
】
と
は
、
宇
宙
に
浮
か

ぶ
小
さ
な
塵
が
地
球
に
ぶ
つ
か
る
時

に
発
光
す
る
現
象
の
こ
と
で
、
こ
の

現
象
が
一
つ
の
群
れ
に
な
っ
て
現
れ

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

こ
と
座
流
星
群
は
、
流
星
群
の
中

で
も
か
な
り
昔
か
ら
記
録
が
残
っ
て

お
り
、
最
初
の
記
録
は
二
千
年
以
上

前
に
中
国
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
な
ど
世
界
各
地
で
観
測
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

観
測
す
る
方
角
と
時
間
の
目
安
と

し
て
は
、
東
の
空
に
夜
中
か
ら
朝
方

が
見
え
や
す
い
で
す
。
た
だ
し
、
今

年
の
こ
と
座
流
星
群
が
見
ら
れ
る
日

は
満
月
に
当
た
る
た
め
、
見
る
こ
と

が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
年
間
を
通
し
て
み
る
と
、

五
月
の
み
ず
が
め
座
流
星
群
や
八
月

の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
、
十
月
の

オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
や
、
十
二
月
の

ふ
た
ご
座
流
星
群
と
、
毎
月
で
は
な

く
と
も
、
流
星
群
が
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
当
日
の
天
気
次
第
に
も
よ

り
ま
す
が
、
運
が
良
い
と
一
時
間
に

四
十
五
個
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
す
。
流
星
群
を
見
る
場
合
は
天
気

や
方
角
、
時
間
な
ど
あ
ら
か
じ
め
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

◆トサミズキは準絶滅危惧種！？◆ 
～日本の固有種を守るためには～ 

 

 

 

▼花言葉：カルミア▼ 
３月は卒業や異動、退職など『別れ』が多

い季節です。別れの時には花束を贈りますよ

ね。その際には、「カルミア」を選んでみては

いかがでしょうか。 

カルミアの花言葉は『大きな希望』です。

大きな希望を持って異動先で頑張ってほしい, 

新しい場所が発展するよう、希望となってほ

しい、そんな意味を込めて贈ってみてくださ

い。花自体は小さく可愛らしいですし、手入

れも簡単だそうです。 

 別れがあれば新しい出会 

いがあります。寂しい気持 

ちは胸に秘め、希望を持っ 

て４月を迎えましょう。 

★旬のお知らせ：４月★ 
 花山椒、ハリギリ、コゴミ、わらび…。昔

から春になったら野草の新芽を摘み、食用に

してきました。山野や海浜に自生している食

用植物を「山菜」と言っています。 

 山菜は苦味が多く、灰汁(あく)も多いことか

ら、食べるまでに手間と時間がかかります。

しかし、自分の手で摘み、下ごしらえや灰汁

抜きといった手間と時間をかけた分、食べた

時の美味しさにはかないません。 

 山菜は山野に自生していますが、その土地

の環境や気候などで摘めるものが違ってきま

す。独特の風味や変化が楽し 

め、春を味覚で味わうことが 

できます。ぜひ、山菜を食べ 

春を楽しんでください。 


